
風
信

　

平
成
二
十
九
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
御
祝
詞
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
当
協
会
が
主
催
い
た
し
ま
し
た
、
講
演
会
・
学
習
会
を
は
じ
め
恒
例

の
史
跡
見
学
会
・
研
修
な
ど
の
諸
行
事
に
対
し
、
皆
様
方
か
ら
多
大
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
当
協
会
の
活
動
も
三
十
五
年
目
を
迎
え
、
県
内
外
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の『
な
が
さ
き
の
空
』も
定
例
の
発
刊
を

重
ね
四
一
四
号
を
刻
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も『
長
崎
学
』を
中
心
に
、
長
崎
の
歴
史
文
化
を
研
究
し
、
地
域
文
化
の
振
興

に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年 

正
月

　
　
酉ト
リ
年
に
よ
せ
て	
越
中
　
哲
也

　

長
崎
歴
史
文
化
協
会
の
創
立
は
十
八
銀
行
元
頭
取
清
島
省
三
氏
を
中
心
に
昭
和

五
十
七
年
五
月
十
一
日
で
し
た
。
本
年
は
創
立
三
十
五
年
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
会

の
広
報
紙
・
短
言『
な
が
さ
き
の
空
・
第
一
号
』を
発
刊
し
ま
し
た
の
は
昭
和
五
十
七

年
八
月
二
十
五
日
水
曜
日
で
し
た
。
そ
の
一
月
ま
え
の
七
月
二
十
三
日
長
崎
大
水
害

が
あ
り
ま
し
た
。
事
務
所
建
物
の
一
階
ま
で
水
が
押
し
寄
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
翌
日
は
大
変
で
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
酉ト

リ

年
な
の

で
す
が
、
古
代
よ
り
我
が
国

に
中
国
よ
り
伝
え
ら
れ
た
暦

法（
旧
暦
）に
よ
り
ま
す
と「
丁

酉
の
年
」と
い
う
。
こ
の
暦
法

は
先
号
の「
な
が
さ
き
の
空
」

で
説
明
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
よ
う
に
中
国
の
暦
法「
十
干
十
二
支
」に
よ
っ
た
も
の
で

あ
り
、
干
は
幹
で
あ
り
、
支
は
枝
で
あ
る
と
説
明
が
あ
る
。「
幹
は
母
で
あ
り
、
支
は

子
で
あ
る
」と
説
明
し
、『
史
記
』に
は「
十
干
十
二
支
」の
こ
と
を「
十
母
十
二
支
」と

も
記
し
て
あ
っ
た
。
之
の
中
国
の
暦
法
は
中
国
最
古
の
書
籍『
書
経
』に
既
に
記
し
て

あ
る
。

　

中
国
の
暦
法
が
、
い
つ
頃
よ
り
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
天

平
時
代
よ
り
以
前
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
又
、
我
が
国
の
建
国
に
つ
い
て
は

昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）十
一
月
・
建
国
二
六
〇
〇
年
記
念
の
式
典
が
あ
っ
た
。

二
六
〇
〇
年
前
の
日
本
と
言
え
ば
、
西
暦
紀
元
前
六
六
〇
年
と
な
る
。
然
し
我
が
国

の
史
書
を
み
る
と
五
九
二
年
に
は
崇
峻
天
皇
・
推
古
天
皇
・
聖
徳
太
子
等
の
事
跡
を

み
る
事
が
で
き
る
の
で
我
が
国
の
紀
元
は
、
も
っ
と
遡
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
す
る
と
、
我
が
国
に
於
け
る
古
代
中
国
式
の
暦
法
は
、
紀
元
二
六
〇
〇
年

以
前
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
の
干
支「
丁
」の
文
字
は
我
が
国
で
は「
ヒ
ノ
ト
」と
読
ん
で
い
る
。
十
干
の
事

に
つ
い
て
、
原
始
時
代
の
中
国
で
は
人
間
社
会
に
一
番
関
係
の
深
い
も
の
と
し
て

「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」の
五
ツ
が
あ
り
、
其
の
五
ツ
の
物
が
元
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

又
、
あ
る
い
は「
も
っ
と
素
朴
な
考
え
か
た
、
つ
ま
り
五
本
の
手
足
の
指
の
数
が
起

源
で
あ
る
と
の
説
も
あ
り
、
或
は
一
番
目
に
つ
き
や
す
い
黒
・
赤
・
青
・
黄
・
白
の

五
原
色
か
ら
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
」と
諸
橋
轍
次
先
生
は『
十
二
支
物
語
』に
記
し

て
お
ら
れ
る
。

　

そ
の
次
に
、
物
事
に
は
全
て「
強
弱
・
前
後
」の
二
つ
が
あ
る
の
で
之
を「
兄エ

と
弟ト

」

に
あ
ら
わ
し
、「
木キ

ノ
兄エ

・
木キ

の
弟ト

。
火ヒ

の
兄エ

・
火ヒ

の
弟ト

…
」と
表
現
す
る
と
十
干
と

な
り
、「
木
の
兄
」の
文
字
を
甲
、「
木
の
弟
」の
文
字
を
乙
。「
火
の
兄
」の
文
字
を
…

と
順
に
丙
丁
戊
己
庚
辛
壬
癸
の
十
字
を
あ
て「
十
干
」と
な
っ
た
と
言
う
。

　
「
十
二
支
」は
天
体
の
十
二
ヶ
月
よ
り
考
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
然
し
な
ぜ
多
く
の

動
物
の
中
よ
り
鼠
・
牛
・
虎
…
を
十
二
支
に
選
ん
だ
の
か
不
明
だ
と
い
う
。

　

今
年
の
丁
酉
の
年
に
つ
い
て
の
説
明
を
み
る
と
、

　

丁
の
文
字
は
十
干
の
四
番
目
に
あ
り「
万
物
丁
壮
に
な
る
」と
あ
り
、
今
年
は
整
然

と
木
が
茂
る
よ
う
に
な
る
年
で
あ
る
。
酉
の
文
字
は
老
ま
た
は
飽
と
韻
通
じ「
万
物

す
べ
て
十
分
に
完
成
し
老
い
る
」の
意
と
あ
る
。
兎
も
角
、
今
年
は
き
っ
と
良
い
年

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
の
酉と

り

年
の
文
字
は
酒
を
盛
る
器
の
象
形
で
酒
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
そ
う

で
、
鳥
と
は
関
係
の
な
い
文
字
だ
そ
う
で
す
。

　

酉
年
と
言
え
ば
鶏
が
代
表
し
て
語
ら
れ
る
。「
鶏
群
の
一
鶴
」な
ど
と
鳥
の
中
で
は

鶴
が
第
一
で
鶏
は
家
庭
用
の
平
凡
な
鳥
と
さ
れ
て
い
る
が
中
国
・
戦
国
時
代
の
物
語

で
は
前
回
の「
な
が
さ
き
の
空
」（
第
十
七
集
）に
書
き
ま
し
た
よ
う
に
斉
の
孟
嘗
君
が

秦
の
昭
王
に
と
ら
わ
れ
、
其
れ
を
逃
れ
る
た
め
に
函
谷
関
で
、
朝
の
開
門
は
鶏
が
鳴

か
な
い
と
開
門
し
な
い
と
の
事
で
あ
り
、
孟
嘗
君
は
部
下
に
鶏
の
鳴
き
声
を
上
手
に

ま
ね
る
者
が
い
た
の
を
用
い
、
朝
早
く
ウ
マ
ク
関
を
開
か
せ
逃
れ
出
た
話
は
有
名
で

漢
詩
に
も
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
の
古
歌
に
も
其
の
話
は
伝
わ
り
次
の
よ
う
に
詠
ま

れ
て
い
る
。

　

夜
を
こ
め
て
ト
リ
の
そ
ら
音
は
は
か
る
と
も　

世
に
逢
う
坂
の
関
は
ゆ
る
さ
じ

　

私
達
も
若
い
頃
、
こ
の
函
谷
関
を
訪
ね
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
峠
が
開
か

れ
大
き
な
道
が
あ
り
、
付
近
は
森
で
下
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
静
か
な
風
景
で
し
た
。

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
・
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

　

長
崎
の
湊み

な
と

を「
鶴
の
湊
」と
い
う
。
港
の
型
が
鶴
の
形
に
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る

と
言
う
。
一
説
に
は「
浦
上
川
が
鶴
の
嘴

く
ち
ば
し

で
羽
根
は
中
島
川
で
す
よ
」と
言
う
人
と
、

「
県
庁
の
丘
が
鶴
の
頭
で
港
と
中
島
川
方
面
が
羽
根
で
す
」と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
長

崎
の
港
は
瓊け

い

浦ほ

と
古
来
よ
り
文
人
達
は
名
づ
け
、
多
く
の
詩
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

瓊
の
ヨ
ミ
は
鶏ケ

イ

に
通
ず
。
鳥
の
中
で
は「
鶴
は
千
年
・
亀
は
万
年
」と
い
う
の
で
、
こ

の
事
よ
り
鶴
の
港
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
先
輩
方
は
私
に
教
え
ら
れ
た
事
が
あ
る
。

　

長
崎
の
南
蘋
派
の
画
人
に「
鶴
亭
」が
い
る
。
鶴
亭
は
長
崎
黄
檗
宗
聖
福
寺
の
僧
侶

で
あ
っ
た
が
享
保
年
間
神く

ま

代し
ろ

熊
斐
の
門
に
入
り
花
鳥
画
を
学
び
、
特
に
鶴
の
写
生
図

を
得
意
と
し
、
延
享
年
間
に
は
京
阪
方
面
に
其
の
画
風
を
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

先
日
、
川
原
瑞
穂
女
史
よ
り
、
長
崎
県
松
浦
市
の
鷹
島
開
田
の
人
達
は
今
も
鶏
を

飼
わ
な
い
次
の
伝
承
が
あ
る
と
い
う
事
を
お
き
き
し
た
。

　

昔
、
博
多
・
唐
津
方
面
に
攻
め
て
き
た
元
軍
が
鷹
島
沖
に
も
船
を
止
め
、
上
陸
し

て
き
た
の
で
住
民
は
全
て
逃
げ
だ
し
た
が
、
開
田
と
い
う
山
奥
の
一
軒
家
に
は
、
ま

さ
か
、
こ
の
奥
地
に
ま
で
元
軍
は
来
な
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
軒
家
の
鶏
が

鳴
い
た
の
で
元
軍
が
乗
り
こ
ん
で
き
て
八
人
家
族
の
う
ち
七
人
が
殺
さ
れ
、
灰
だ
め

　
　
新
年
の
ご
挨
拶	

長
崎
歴
史
文
化
協
会
会
長
　
小
川
　
　
洋

に
隠
れ
て
い
た
婆
さ
ん
一
人
だ
け
が
助
か
っ
た
と
言
う
。以
来
開
田
で
は「
ニ
ワ
ト
リ
」

を
飼
わ
な
い
そ
う
で
あ
る
。

　
『
長
崎
古
今
集
覧
名
勝
図
絵
』（
一
七
二
〇
年
？
）の「
異
国
ヨ
リ
持
渡
鳥
獣
図
」の
中

に
は「
風
鳥
」と
あ
り「
イ
ン
テ
ヤ
の
内
パ
フ
ー
ス
島
…
パ
ラ
デ
ィ
ス
ホ
ー
フ
ル
」と
説

明
。「
駄
鳥
」（
蘭
語
で「
ガ
ス
ワ
ー
ル
ス
」）図
に
は「
安
盆
多
阿
両
州
之
産
鳥
也
…
」と
あ

る
。
こ
の
他
に
も
多
く
の
鳥
類
が
長
崎
に
舶
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
崎
・
大
光
寺
の
本
堂（
餘
問
）に
は
森
陽
信
の「
桐
と
鳳
凰
図
」が
あ
る
。

陽
信
は
猿
図
で
有
名
な
森
狙
仙
の
兄
で
あ
る
。

一
江
戸
時
代
の
長
崎
正
月
図
風
景
は『
長
崎
古
今
集
覧
名
勝
図
絵
』（
昭
五
六
・
長
崎
文
献

社
刊
）を
参
考
に
さ
れ
る
と
よ
い
。
そ
こ
に
は
長
崎
風
の
門
松
、
チ
ヤ
ン
メ
ー
ラ
吹
き
、

俵ナ
マ
 
コ子

賣
、
花
心
點
、
の
四
図
が
あ
る
。
正
月
行
事
内
容
を
記
し
た
も
の
と
し
て
は
大
正

二
年
四
月
長
崎
市
出
版
の『
幕
府
時
代
の
長
崎
』─
第
十
章「
風
俗
習
慣
」を
御
参
考
に
さ

れ
る
と
よ
い
。

一
其
の
内
に
他
郷
と「
其
の
習
慣
を
異
に
す
る
正
月
行
事
」と
し
て
次
の
事
を
記
し
て
お
ら

れ
る
。

　

元
三（
元
日
よ
り
三
日
ま
で
）の
雑
煮
・
餅
・
鰤
・
大
根
・
芋
・
菜
を
雑
え
る
事
。
二
日

は
チ
ャ
ル
メ
ラ
と
て
ラ
ッ
パ
・
太
鼓
・
磬
ノ
如
き
も
の
を
用
い
唐
風
の
囃
子
を
出
し
各

家
を
回
り
盛
装
せ
る
女
子
が
踊
演
し
各
家
を
祝
し
回
る
事
。
四
日
よ
り
明
治
時
代
以
前

は
踏
絵
は
じ
ま
る
事
。
十
四
日
は
小
供
達
は
モ
グ
ラ
打
を
し
て
各
家
を
廻
る
事
。
二
十

日
は
骨
正
月
と
て
正
月
の
雑
煮
に
用
い
た
鰤ブ

リ

の
頭
及
び
骨
を
入
れ
雑
煮
を
食
す
。

○
こ
の
他
、
七
日
に
は「
七
草
が
ゆ
」を
食
す
。
こ
の
時
、
宝
袋
に
擬
し
た
餅
鰑
を
入
る
。

十
日
エ
ビ
須
様
の
祝
日
也
。
華
街
に
て
は
此
の
日
に
来
る
人
に
酒
を
勧
め
酔
わ
な
い
人

は
帰
さ
ぬ
の
奇
習
あ
り
。
十
一
日
、
商
家
に
て「
帳
祝
」あ
り
。

○
先
日
、
二
十
六
聖
人
記
念
館
レ
ン
ゾ
神
父
様
来
訪
あ
り
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
管
区
長
に

な
ら
れ
る
由
。
一
同
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
た
。

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
レ
ン
ゾ
神
父
よ
り「
小
浜
の
十
字
架
の
研
究
」。
パ
レ
ト
写
木
よ
り
新
ら
し
い
十
字
架
の
研

究
発
表
で
し
た
。（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
会
発
行
№
１
４
８
）

一
佐
世
保
史
談
会
よ
り『
談
林
五
七
号
』中
島
眞
澄
氏
の「
肥

前
風
土
記
」研
究
を
中
心
に
松
浦
家
物
語
等　

多
く
の
論

文
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。

四
一
四
号　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
日

鶴亭筆 花鳥図
（良林文庫蔵）


